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い
う
批
判
期
前
と
は
異
っ
た
論
述
が
出
現
す
る
。

（
以
後
『
活
力
考
』
と
略
す
）
以
来
『
オ
。
フ
ス
ポ
ス
ト
ム
ム
』
に
到
る
ま
で
、

空
間
論
究
に
関
す
る
カ
ン
ト
に
よ
る
種
々
な
立
脚
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
考
え
た
空
間
の
領
域
は
次
の
三
種
に
大
別
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
周
知
の
ご
と
く
、

カ
ン
ト
は
こ
れ
ら
三
種
の
空
間
を
各
々
独
立
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

特
に
、
批
判
期
前
に
お
い
て
一
―
一
種
の
空
間
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
批
判
期
に
お
い
て
は
、
普
遍
妥
当
性
を
巡
っ
て
純
粋
な
物
理
的
空
間
と
感
性
界
と
の
区
別
が
よ
り
明
白
に
な
る
と

カ
ン
ト
空
間
を
論
ず
る
際
に
、
例
え
ば
形
而
上
学
的
合
理
論
的
立
場
、
経
験
論
的
形
而
上
学
的
立
場
、
批
判
的
形
而
上
学
的
立
場
等
々

種
と
は
叡
知
界
、
物
理
的
空
間
、
感
性
界
で
あ
る
。

カ
ン
ト
に
と
っ
て
重
要
な
考
察
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。

空
間
は
最
初
の
論
文
『
真
の
活
力
の
測
定
に
つ
い
て
』

序

カ
ン
ト
空
間
論
に
つ
い
て
_, ___ヽ
... 
•,. —, 9 

平

野

新
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相
互
作
用
に
陥
づ
い
て
成
立
す
る
。
こ
の
世
界
と
は
叡
知
界
と
物
理
的
世
界
の
両
界
を
も
含
有
す
る
世
界
で
あ
り
、

と
し
て
の
世
界
で
あ
る
。

我
々
の
世
界
は
「
あ
る
実
体
が
現
存
し
」

(
C
.
I. 
S
.
 2
0
)

、

「
複
合
体
」
(
i
b
i
d
.
)

「
他
の
実
体
と
相
互
作
用
を
有
す
る
こ
と
も
あ
る
」
(
i
b
i
d
.
)

の
カ
ン
ト
に
よ
る
論
究
の
立
脚
点
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

空
問
を
理
解
す
る
た
め
の
カ
ン
ト
に
よ
る
視
点
に
明
確
な
差
異
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

れ
ば
空
問
の
秩
序
に
関
し
て
は
批
判
期
前
と
批
判
期
と
に
大
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

更
に
、

両
期
を
通
じ
て
、
共
通
し
て
い
る
主
張
が
あ
る
。
例
え
ば
、
非
ュ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
可
能
性
の
承
認
や
空
間
の
無
限
性
の

そ
こ
で
、

カ
ン
ト
の
論
述
順
に
、
彼
に
よ
る
空
間
論
の
展
開
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
批
判
期
前
に
お
け
る
カ
ン
ト
空
間
論
を
、
合
理
論
的
形
而
上
学
的
空
間
論
と
経
験
論
的
形
而
上
学
的
空
間
論
に
二
分
し
て
記
述

す
る
こ
と
に
す
る
。

『
活
力
考
』
に
お
い
て
、

合
理
論
的
形
而
上
学
的
空
間
論
と
は
『
活
力
考
』
に
始
ま
り
、

（一）

記
述
が
そ
う
で
あ
る
。

合
理
論
的
形
而
上
学
的
空
間
論

テ
ィ
ミ
ズ
ム
試
論
』
ま
で
の
カ
ン
ト
諸
著
作
に
お
け
る
空
間
論
の
こ
と
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
物
質
が
「
本
質
力
」

(C.

I
·
S
.
1
~
)

を
有
す
る
と
叙
述
し
て
い
る
。
こ
の
「
本
質
力
」
と
は
実
体

の
「
作
用
力
」

(
C
.
I. 
S
.
1
6
)

換
言
す
れ
ば
「
実
体
の
相
互
作
用
」

(
C
.
I
・
S
.
1
9
)

を
意
味
す
る
。

一
七
五
六
年
の
『
物
理
的
単
子
論
』
を
経
て
、

と
い
う
そ
の

カ
ン
ト
の
考
え
た
空
間
の
枠
組
み
換
言
す

一
七
五
九
年
の
『
オ
。
フ
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非
ュ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
承
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
対
象
で
あ
る
空
間
い
わ
ゆ
る
我
々
の
空
間
と
、
非

ヽ

こ
よ
り

＞
 

全
集
合
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
り
、

空
間
は
、

う
る
と
い
う
可
能
性
が
出
現
し
た
こ
と
と
な
る
。

「
形
而
上
学
的
理
解
に
お
い
て
は
多
世
界
の
存
在
は
真
で
あ
り
」

し
て
い
る
こ
と
も
想
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
世
界
は
我
々
の
世
界
と
は
「
全
く
違
っ
た
」

そ
の
よ
う
な
諸
実
体
が
相
互
作
用
を

こ
こ
で
論
ず
る
叡
知
界
と
は
『
実
践
理
性
批
判
』
や
『
判
断
力
批
判
』
等
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
く
、
批
判
期
前
に
お
け
る
叡
知
界
の

こ
と
で
あ
る
。

カ
ン
ト
に
と
っ
て
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
が
自
明
の
学
で
あ
り
、

の
我
々
の
世
界
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
が
妥
当
す
る
世
界
が
カ
ン
ト
に
と
っ
て

カ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
我
々
の
世
界
と
は
異
種
の
世
界
が
存
在
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
独
立
な
存
在
」
（
C.
I. 
S
.
 2
0
)

で
あ
る
実
体
が
「
他
の
実
体
と
外
的
関
係
を
有
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
」
(
i
b
i
d
.
)

そ
の
際
に
は
「
物

が
実
際
に
存
在
し
な
が
ら
世
界
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
。
」

(
C
.
 I. 
S
.
 2
3
)

「
性
質
と
次
元
」
(
i
b
i
d
.
)

を
有
す
る
世
界
と
な
る
。

異
質
の
実
体
に
基
づ
く
多
様
の
相
互
作
用
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
世
界
の
み
な
ら
ず
、
空
想
を
も
含
む
世
界
す
ら
存
在
し

カ
ン
ト
に
よ
る
と

(
C
.
 I. 
S
.
1
9
)
 

(C. I. 
S
.
 2
0
)
、
「
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
種
類
の
空
間
の
学
」

(C.
I
・
S
.
2
3
)

が
成
立
し
う
る
こ
と
と
な
る
。

一
定
の
法
則
に
従
っ
て
「
実
体
が
結
合
」

(C.
I. 
S
.
 2
3
)
 

し
、
そ
の
法
則
に
従
っ
た
実
体
の
相
互
作
用
に
基
づ
く
「
実
体
の

「
複
合
と
結
合
の
様
式
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
。
従
っ
て
異
な
っ
た
「
複
合
と
結
合
の
様
式
」
に
基
づ
く
こ
と

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
対
象
に
な
り
え
な
い
空
間
即
ち
非
一
―
一
次
元
的
延
長
を
有
す
る
空
間
も
可
能
と
な
り
う
る
。
言
い
換
え

る
と
非
ュ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
妥
当
し
う
る
世
界
が
存
在
し
う
る
可
能
性
を
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
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ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
対
象
と
な
り
う
る
空
間
と
い
う
二
種
の
物
理
的
空
間
の
可
能
性
を
承
認
し
た
こ
と
に
な
る
。

(
2
)
 

空
間
は
実
体
の
相
互
作
用
に
基
づ
い
て
い
る
が
故
に
、
実
体
の
外
へ
の
力
が
な
け
れ
ば
、
諸
実
体
間
の
偶
然
的
な
結
合
は
あ
り
え
な
い
。

従
っ
て
、

そ
の
力
な
し
で
は
空
間
も
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
、
実
体
の
相
互
作
用
の
意
味
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
空
間

の
性
質
を
考
察
す
る
。

実
体
の
相
互
作
用
の
内
実
は
『
天
体
史
考
』
及
び
『
形
而
上
学
的
認
識
の
第
一
原
理
の
新
解
明
』

こ
の
期
(
-
七
五
五
年
）
に
お
い
て
、

カ
ン
ト
は
絶
対
空
間
論
の
み
は
承
認
せ
ず
に
、

（
以
後
『
新
解
明
』
と
略
す
）
に
お

そ
れ
以
外
に
関
し
て
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
徒
と
し

て
、
引
力
と
斥
力
に
よ
る
実
体
の
相
互
作
用
を
天
体
へ
適
用
し
、
銀
河
系
を
含
む
宇
宙
論
を
『
天
体
史
考
』
に
お
い
て
展
開
し
た
。
ま
ず

『
天
体
史
考
』
に
お
け
る
論
述
を
と
り
あ
げ
る
。

は
「
混
沌
」

(
C
.
I. 
S
.
 2
6
5
)
 

「
混
沌
」
を
梱
成
す
る
諸
元
素
は
「
神
の
理
念
か
ら
生
じ
た
。
」

(C.
I. 
S
・
2
6
3
)
 

と
し
た
諸
元
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

そ
れ
故
、
自
然
は
「
神
の
完
全
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
」

(
C
.
 I. 
S
.
 2
6
6
)

を
有
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
宇
宙
を
構
成
す
る
諸
元
素
が
「
神
の
完
全
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
」
を
示
す
が
故
に
、
宇
宙

以
上
の
よ
う
な
無
限
空
間
と
し
て
の
宇
宙
に
公
転
以
前
の
状
態
に
お
い
て
は
充
実
空
間
を
認
め
、
公
転
時
に
は
充
実
空
問
と
共
に
空
虚

『
新
解
明
』
に
お
い
て
、

カ
ン
ト
は
認
識
根
拠
と
し
て
の
同
一
律
及
び
充
足
理
由
律
以
外
に
、
決
定
根
拠
を
主
張
す
る
。

決
定
根
拠
と
は
「
反
対
さ
る
べ
き
述
語
を
斥
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
命
題
の
真
理
性
を
決
定
す
る
」

(C.
I. 
S
.
 3
9
9
)

根
拠
で
あ
る
。

空
間
を
承
認
し
て
い
る
。

は
有
限
で
は
あ
り
え
ず
、
無
限
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

「
直
接
に
創
造
さ
れ
た
ば
か
り
の
自
然
」

(
C
.
I. 
S
.
 2
6
6
)
 

い
て
明
ら
か
に
な
る
。
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な
る
現
わ
れ
で
あ
る
。
」
（
C
.
I. 
S
.
 4
9
3
)

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ト
は
実
体
に
「
外
的
現
前
」

(C.
I. 
S
.
 4
9
4
)
 

と

す
る
力
」

(
C
.
I. 
S
.
 4
9
5
)

と
い
う
規
定
を
う
け
る
。

更
に
、

諸
実
体
の
相
互
作
用
に
根
拠
を
有
す
る
「
空
間
は
実
体
の
外
的
関
係
の
単

な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
論
文
に
お
い
て
も
、
前
期
の
諸
論
文
同
様
、

「
モ
ナ
ド
が
単
純
実
体
で
あ
る
」

(C.
I
・
S
.
4
8
9
)
 

空
間
は
様
態
即
ち
結
合
の
仕
方
と
し
て
で
は
な
く
、

の
「
図
式
」

(C.
I. 
S
.
 4
2
2
)

が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

問
接
的
に
は

カ
ン
ト
は
有
限
実
体
に
「
心
」

(C.
I. 
S
.
 4
2
0
 f) 

あ
り
え
な
い
。

「
継
起
」
は
神
の
本
質
で
は
な
く
、

の
「
対
応
」
と
い
う
相
互
作
用
は
有
限
実
体
に
よ
る
決
定
根
拠
に
基
づ
く
。
し
か
し
、
究
極
的
に
は
空
間
を
規
定
す
る
根
拠
と
し
て
の
神

そ
れ
故
、

れ
て
い
る
」

(C.
I. 
S
.
 4
2
2
)

と
い
う
「
神
の
意
図
」
(
i
b
i
d
.
)

、

「
神
の
知
性
に
よ
っ
て
相
互
作
用
に
立
つ
よ
う
に
維
持
さ

「
神
の
知
性
の
図
式
」

(
i
b
i
d
.
)

「
諸
実
体
の
相
互
作
用
」

(
C
.
 I. 
S
.
 4
2
4
)
 

ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
自
体
、
実
体
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
絶
対
空
間
は
こ
の
期
に
お
い
て
は
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
•

自
然
界
に
限
定
し
て
、
引
力
と
斥
力
の
関
係
を
論
述
す
る
こ
と
が
『
物
理
的
単
子
論
』
の
課
題
で
あ
る
。

『
天
体
史
考
』
に
お
い
て
「
等
し
く
根
源
的
で
あ
る
」
（
C.
I. 
S
.
 1
4
3
)

引
力
と
斥
力
は
『
物
理
的
単
子
論
』
に
お
い
て
「
実
体
に
内
在

「
内
的
規
定
」

を
認
め
「
外
部
と
対
応
」
(
i
b
i
d
.
)

と
い
う
定
義
を
前
提
に
論
述
が

無
限
実
体
で
あ
る
神
の
知
性
に
依
存
す
る
決
定
根
拠
に
基
づ
き
、
実
体
の
相
互
作
用
が
成
立
す
る
。
そ
の
作
用
に
基
づ
く
原
理
が
「
継

起」

(C.
I. 
S. 4
1
9
)

と
「
共
存
」

(C.
I. 
S
.
 4
2
2
)

で
あ
る
。

そ
の
存
在
に
由
来
す
る
。

カ
ン
ト
は
「
共
存
」
に
も
、
根
拠
と
し
て
神
の
知
性
を
認
め
る
。

起
」
と
「
共
存
」
は
神
と
い
う
無
限
実
体
に
究
極
的
な
根
拠
を
有
す
る
諸
実
体
の
相
互
作
用
に
基
づ
く
限
り
、
完
全
な
経
験
的
概
念
で
は

に
基
つ
い
て
相
互
作
用
が
成
立
す
る
。

に
根
拠
を
有
す
る
関
係
と
し
て
考
え

す
る
い
わ
ば
窓
を
付
加
し
た
。
直
接
的
に
は
こ 「継
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空
間
に
関
す
る
形
而
上
学
的
主
張
と
幾
何
学
を
含
む
自
然
学
と
の
対
立
を
調
停
す
る
こ
と
と
は
二
つ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
空
間
分
割

に
関
す
る
前
者
に
よ
る
拒
否
の
主
張
と
後
者
に
よ
る
承
認
の
主
張
と
の
調
停
と
、
後
者
に
よ
る
空
虚
空
間
の
肯
定
と
前
者
に
よ
る
空
虚
空

間
の
否
定
と
の
調
停
と
で
あ
る
。

充
実
空
間
と
は
斥
力
即
ち
不
可
入
性
の
作
用
範
囲
の
こ
と
で
あ
る
。
空
虚
空
間
と
は
見
か
け
上
、
主
と
し
て
引
力
の
作
用
し
て
い
る
範

充
実
空
間
と
空
虚
空
間
各
々
の
妥
当
性
の
範
囲
及
び
限
界
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
空
間
が
並
存
す
る
の
で
あ
る
。

一
七
五

0
年
代
の
空
間
論
と
は
普
遍
的
調
和
と
い
う
実
体
論
に
基
づ
く
空
間
論
で
あ
る
。
し
か
も
空
間
は
無
限
実
体
で
あ
る
神
を
究
極

根
拠
と
す
る
が
故
に
無
限
性
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
た
。
言
い
換
え
る
と
実
体
か
ら
定
義
を
始
め
る
と
い
う
演
繹
的
論
述
を
採
用
し
た
合

そ
の
結
果
、

こ
の
期
の
空
問
論
に
お
い
て
、
実
体
の
作
用
力
を
媒
介
に
し
て
本
体
的
秩
序
と
現
象
的
秩
序
が
連
結
し
、
本
体
的
秩
序
を

述
続
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
象
的
秩
序
の
成
立
が
可
能
と
な
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
実
体
に
神
の
知
性
に
よ
る
本
質
力
と
い
う

本
体
的
規
定
と
引
力
及
び
斥
力
と
い
う
現
象
的
規
定
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
実
体
の
存
在
根
拠
に
二
義
性
が
出
現
し
た
。

理
論
的
形
而
上
学
に
基
づ
く
空
問
論
が
五

0
年
代
の
空
間
論
で
あ
る
。

囲
を
意
味
す
る
。

で
あ
る
。

空
間
と
は
「
実
体
の
外
的
関
係
の
単
な
る
現
わ
れ
」
で
あ
り
、
実
体
が
他
の
実
体
と
相
互
関
係
を
有
す
る
際
に
、
空
問
が
成
立
す
る
。

従
っ
て
、
空
間
の
可
分
割
性
は
独
立
し
て
存
在
し
う
る
単
純
実
体
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
空
間
の
分
割
は
実
体
の
内
的
規

定
即
ち
単
純
性
に
は
波
及
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
可
分
割
性
は
見
か
け
上
、
引
力
の
働
い
て
い
る
外
的
な
作
用
範
囲
に
妥
当
す
る
の

(
i
b
i
d
.
)

即
ち
単
純
性
を
承
認
す
る
。
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「
存
在
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
時
は
、

あ
り
、
主
語
が
既
に
存
在
す
る
も
の
と
前
提
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
存
在
は
主
語
に
属
す
る
述
語
と
な
る
と
カ
ン
ト
は
論
述
し
て
い
る
。

カ
ン
ト
に
よ
る
と
神
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
は
神
の
存
在
が
既
に
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
の
存
在
と

い
う
「
対
象
の
性
質
と
我
々
の
悟
性
の
能
力
を
考
え
あ
わ
す
」

え
な
い
。

カ
ン
ト
は
上
述
の
自
己
の
神
の
存
在
証
明
を
そ
れ
ほ
ど
「
重
要
で
な
い
」

(C.
I
L
 S
.
1
7
2
)

と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
存
在
が
「
な
ん
ら
か
の
も
の
の
述
語
で
は
な
く
」

(
C
.
II. S
.
 7
6
)

、
「
物
の
絶
対
的
定
立
」

(C.
II. S
.
 7
3
)

で
あ
り
、
述
語
が

主
語
自
身
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
既
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

『
神
の
現
存
在
の
唯
一
可
能
な
証
明
根
拠
』

（
『
神
の
存
在
証
明
』
と
略
す
）
に
お
い
て
存
在
は
「
絶
対
的
定
立
」

(
C
.
II, S
.
 7
7
)
 

(
C
.
 II. 
S
.
 7
8
)

な
ら
ば
、

神
の
存
在
は
我
々
の
経
験
の
対
象
と
は
な
り

論
的
形
而
上
学
を
展
開
す
る
。

『
新
解
明
』
に
お
い
て
、
存
在
根
拠
と
認
識
根
拠
が
区
別
さ
れ
、

(
3
)
 

『
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
試
論
』
に
お
い
て
形
式
的
根
拠
と
は
異
な
っ
た
、

矛
盾
律
か
ら
導
出
不
可
能
な
実
質
的
根
拠
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
根
拠
の
問
題
を
通
じ
て
、

カ
ン
ト
は
一
七
六

0
年
代
前
半

の
諸
論
文
に
お
い
て
合
理
論
的
形
而
上
学
の
妥
当
性
及
び
限
界
を
論
述
し
、
存
在
根
拠
を
現
象
的
側
面
に
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
険

経
験
論
的
傾
向
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

経
験
論
的
形
而
上
学
的
空
問
論

カ
ン
ト
は
『
新
解
明
』
に
お
け
ろ
存
在
根
拠
の
問
題
、
具
体
的
に
は
相
互
作
用
に
基
づ
く
「
継
起
」
及
び
「
共
存
」
の
主
張
を
通
じ
て

仁）

決
定
根
拠
と
し
て
の
存
在
根
拠
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(C. II. S
.
 7
8
)
 

い
わ
ゆ
る
神
の
存
在
証
明
が
不
可
能
と
な
っ
た
。

で

カ
ン
ト
の
存
在
根
拠
と
は
対
立
し
た
存
在
を
も
排
除
し
て
真
理
性
を
決
定
す
る
決
定
根
拠
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
と
い
う
存
在
根
拠
と
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又、

と
い
う
カ
ン
ト
の
主
張
は
カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
合
理
論
的
傾
向
か
ら
経
験
論
的
傾
向
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
。

『
新
解
明
』
に
お
け
る
認
識
根
拠
の
問
題
は
『
神
の
存
在
証
明
』
に
お
い
て
、
論
理
的
根
拠
と
実
在
根
拠
の
問
題
と
し
て
論
述
さ
れ
た
。

.
『
負
批
の
概
念
を
哲
学
に
導
入
す
る
試
み
』

対
立
概
念
に
適
用
す
る
。

―
つ
は
矛
盾
律
に
基
づ
く
「
論
理
的
対
立
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
り
、
他
の
一
種
は
「
実
在
的
対
立
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
。

的
な
正
の
量
で
あ
り
、

た
だ
他
の
量
に
対
立
し
て
い
る
意
味
で
負
で
あ
る
」

(
C
.
II. 
S
.
 2
1
2
)
 

入
し
、
諸
現
象
中
に
実
在
的
対
立
を
認
め
る
。

実
在
的
対
立
を
現
象
的
対
立
と
可
能
的
対
立
の
二
種
に
カ
ン
ト
は
分
類
し
て
い
る
。

カ
ン
ト
は
現
実
に
経
験
不
可
能
な
こ
と
を
、
例
え
ば
世
界
の
全
変
化
即
ち
生
成
の
総
和
を
実
在
的
対
立
に
基
づ
く
と
考
え
て
い
る
。

現
存
在
に
括
づ
く
実
在
的
対
立
と
は
経
験
的
な
も
の
を
超
え
た
可
能
的
対
立
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
は
「
分
析
」

(
C
.
I
I
.
 
S
.
 

1
7
6
)

と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
経
験
的
な
も
の
を
出
発
点
と
し
て
、
超
経
験
的
な
も
の
を
解
明
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
七
六

0
年
代
前
半
に
お
い
て
、

あ
る
。

で
あ
り
、
か
つ
「
私
に
与

（
以
後
『
負
量
の
概
念
』
と
略
す
）
に
お
い
て
、
論
理
的
根
拠
と
実
在
根
拠
と
の
区
別
を

カ
ン
ト
は
「
単
純
」
（
C.
I
L
 S
.
 7
5
)

で
「
周
知
の
概
念
を
分
析
す
る
よ
う
な
」

と
は
し
な
い
で
、
空
間
を
「
単
純
」
で
「
周
知
の
概
念
」
と
み
な
し
て
い
る
。

更
に
、
形
而
上
学
に
お
い
て
必
要
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
こ
れ
以
上
「
分
析
で
き
な
い
概
念
」

(
C
.
II. S
.
 2
0
6
)
 

う
な
概
念
の
一
っ
が
空
間
で
あ
る
と
『
判
明
性
の
研
究
』
に
お
い
て
記
述
し
て
い
る
。

『
負
批
の
概
念
』
に
お
い
て
カ
ン
ト
は
空
問
は
「
既
に
証
明
済
み
の
確
実
な
も
の
」

(
C
.
I
I
・
S
.
2
0
6
)

「
一
方
が
措
定
し
た
も
の
を
他
方
が
廃
棄
す
る
と
き
、

を
承
認
し
、

そ
の
よ

「
全
く
積
極

(C. II. S
.
 7
5
)

こ

と
い
う
負
量
の
概
念
を
実
在
的
対
立
に
嘩

二
つ
の
も
の
は
互
に
反
対
で
」

(C.
I
L
 S
.
 2
0
9
)
 

で
あ
り
、
対
立
に
は
二
種
類
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即
ち
相
対
空
間
の
究
極
的
な
根
拠
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は

根
拠
」

(
C
.
I
L
 S
.
 2
0
6
)
 

『
方
位
の
区
別
』

い
る
。 方

向
と
空
間
の
関
係
は
『
空
間
に
お
け
る
方
位
の
区
別
の
第
一
根
拠
』
（
以
後
、

空
間
の

『
方
位
の
区
別
』
と
略
す
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て

「
空
間
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
外
的
関
係
が
存
在
し
」

(C.II・s. 7
5
)

、
我
々
が
直
接
に
経
験
す
る
こ
と
が
可
能
な
世
界
に
お

い
て
外
的
関
係
が
成
立
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
三
次
元
的
空
間
が
考
え
ら
れ
た
。

運
動
及
び
静
止
を
判
定
す
る
場
合
の
基
準
と
し
て
外
的
空
間
と
の
関
係
を
カ
ン
ト
は
採
用
し
た
。

念
』
に
お
い
て
負
量
を
考
察
す
る
際
に
使
用
し
た
同
じ
前
提
を
用
い
て
い
る
。

相
反
す
る
二
つ
の
も
の
が
共
有
し
う
る
方
向
を
前
提
に
し
て
負
量
が
論
じ
ら
れ
た
。

『
運
動
と
静
止
の
新
説
』
に
お
い
て
も
、
二
物
体
の
衝
突
に
関
し
て
、
あ
る
二
物
体
が
衝
突
す
る
た
め
に
は
、
両
物
体
は
共
に
一
定
の

位
置
を
共
有
し
う
る
位
置
を
相
互
に
占
め
て
い
な
け
れ
ば
、
両
者
の
衝
突
は
不
可
能
で
あ
る
。
運
動
と
は
位
置
の
変
化
で
あ
り
、
我
々
が

あ
る
物
体
の
変
化
を
知
る
た
め
に
は
他
の
も
の
と
の
外
的
な
関
係
換
言
す
れ
ば
空
間
関
係
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
物
体
と
他
の
物

体
と
の
外
的
空
間
関
係
と
は
両
物
体
各
々
の
位
置
及
び
各
々
の
位
置
を
結
ん
だ
い
わ
ば
方
向
を
含
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
あ

る
物
体
の
運
動
の
み
な
ら
ず
、

二
物
体
の
対
立
、
衝
突
は
方
向
及
び
方
向
を
含
む
空
間
を
前
提
に
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
少

く
と
も
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
空
間
の
出
発
点
は
経
験
的
な
空
間
で
あ
り
、
経
験
の
可
能
性
に
基
づ
く
空
問
で
あ
る
。

に
お
い
て
、
経
験
論
的
立
場
に
立
っ
て
方
位
と
空
間
の
関
係
換
言
す
れ
ば
、

を
究
明
し
よ
う
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
‘

「
可
能
性
の
第
一

カ
ン
ト
の
意
図
は
方
位
の
概
念
を
媒
介
に
し
て
、
我
々
の
現
実
空
間

更
に
、

え
ら
れ
て
い
る
も
の
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
り
、

「
自
ら
思
索
の
基
礎
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

J

の
論
述
は
『
負
量
の
概
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て
考
え
て
い
る
。

る。
3
9
4
)
 

し、

即
ち
対
に
な
る
も
の
の
一
方
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
不
一
致
対
象
物
」
と
は
「
右
手
と
左

『
負
賊
の
概
念
』
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
方
向
が
『
方
位
の
区
別
』
に
お
け
る
方
位
の
こ
と
で
あ
る
。

「
位
置
の
体
系
の
絶
対
的
宇
宙
に
対
す
る
関
係
の
内
に
あ
る
」

(
C
.
II. S
.
 3
9
3
)

方
位
は
「
延
長
体
の
外
の
空
間
に
関
係
」

(C.
I
L
 S
.
 

「
延
長
体
が
部
分
と
し
て
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
総
体
と
し
て
普
遍
的
空
間
に
関
係
し
て
い
る
」
(
i
b
i
d
.
)

と
規
定
さ

総
体
と
し
て
普
遍
空
間
即
ち
絶
対
的
宇
宙
を
前
提
に
し
て
方
位
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
総
体
と
し
て
の
絶
対
的
宇
宙
と
は
ニ
ュ
ー
ト
ン

的
絶
対
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
普
遍
空
間
は
単
な
る
想
像
物
で
は
な
く
「
延
長
体
を
部
分
」
と
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て

方
位
の
役
割
は
絶
対
空
間
の
内
に
、
空
間
の
諸
部
分
の
位
置
を
秩
序
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

絶
対
空
間
の
存
在
を
前
提
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
の
直
接
に
経
験
可
能
な
空
間
は
総
体
と
し
て
の
絶
対
空
間
の
部
分
空
間
と
な
り

か
つ
相
対
空
問
と
な
る
。
即
ち
ま
ず
、
個
々
の
延
長
体
で
あ
る
部
分
空
間
は
個
々
の
物
々
の
位
置
を
含
む
。
次
に
方
位
の
概
念
を
媒
介
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
部
分
空
問
は
絶
対
的
宇
宙
で
あ
る
絶
対
空
間
の
下
に
秩
序
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
方
位
の
区
別
』
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
絶
対
空
間
の
存
在
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

カ
ン
ト
の
空
間
論
の
枠
組
は
、
叡
知
界
、

物
理
的
空
間
、
感
性
と
い
う
三
規
定
間
の
秩
序
を
一
応
は
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
カ
ン
ト
の
論
述
を
見
て
み
る
こ
と
に
す

カ
ン
ト
は
あ
る
経
険
的
柑
実
に
よ
っ
て
絶
対
空
間
が
現
実
性
を
有
す
る
こ
と
を
征
明
可
能
で
あ
る
と
、
こ
の
『
方
位
の
区
別
』
に
お
い

経
験
的
ボ
実
と
は
方
位
が
我
々
の
感
覚
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
具
体
的
に
は
、
経
験
的
事
実
は
「
不

一
致
対
象
物
」

(C,
II. S
.
 3
9
8
)
 

れ
て
い
る
。
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と
は
な
り
え
な
い
空
間
で
あ
っ
た
。

こ
と
が
カ
ン
ト
の
主
張
で
あ
る
。

手
、
あ
る
物
体
と
鏡
の
中
の
そ
の
写
像
」

(
i
b
i
d
.
)

等
の
こ
と
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
外
的
感
覚
の
対
象
で
は
な
く
、

右
手
と
左
手
は
相
互
に
等
し
く
、
相
似
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
一
の
限
界
線
内
に
含
ま
れ
え
な
い
の
で
、
両
手
を
真
に
区
別
す
る
た
め

に
は
、
絶
対
的
で
根
源
的
な
空
間
に
の
み
関
係
す
る
区
別
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
カ
ン
ト
は
主
張
す
ろ
。

我
々
は
「
我
々
の
外
に
あ
る
す
べ
て
を
感
覚
を
通
じ
て
知
る
」

(
C
"
II. 
S
.
 3
9
5
)
 

外
的
感
覚
の
す
べ
て
を
可
能
に
す
ろ
根
本
概
念
」

(C,
II. S
.
 3
9
9
)

が
絶
対
空
間
で
あ
る
。
従
っ
て
、
我
々
は
「
不
一
致
対
象
物
と
い
う

経
験
的
対
象
の
存
在
を
感
覚
と
い
う
経
験
的
能
力
に
よ
っ
て
知
る
。
更
に
、
方
位
の
概
念
に
よ
っ
て
「
不
一
致
対
象
物
」
を
区
別
す
る
。

そ
の
方
位
の
概
念
に
基
づ
く
方
位
の
決
定
が
現
実
的
に
な
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
我
々
は
絶
対
空
間
の
現
実
性
を
知
る
の
で
あ
る
と
い
う

我
々
は
我
々
の
感
覚
を
通
じ
て
、
我
々
の
外
に
あ
る
す
べ
て
を
知
る
が
故
に
、
方
位
も
感
覚
を
含
む
身
体
と
の
関
係
で
決
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
即
ち
、
前
後
、
左
右
、
上
下
の
区
別
は
我
々
の
身
体
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
身
体
を
基
盤
と
す
る

空
間
い
わ
ば
身
体
空
問
で
あ
る
知
覚
空
間
の
主
張
と
同
時
に
、
叡
知
界
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
空
問
の
承
認
が
こ
の
期
に
お
け
る
カ
ン
ト

に
よ
る
空
間
論
の
内
実
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
物
理
的
空
間
が
叡
知
界
と
方
位
を
含
む
身
体
空
間
と
も
言
い
う
る
感
性
界
に
拡
大
さ

れ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
又
、
次
の
よ
う
に
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
方
位
の
区
別
』
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
間
と
は
絶
対
空
間
と
相
対
空
間
で
あ
る
部
分
空
間
で
あ
る
。
相
対
空
間
と
は
等
質
の
三
次

元
空
間
で
あ
り
、
外
的
感
覚
の
対
象
と
な
る
経
験
界
の
こ
と
で
あ
る
。

絶
対
空
間
が
現
実
性
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
絶
対
空
間
は
直
接
に
我
々
の
外
的
感
覚
の
対
象

J

れ
ら
の
「
不
一
致
対
象
物
」
の
存
在
を
根
拠
に
、

カ
ン
ト
は
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で
あ
る
。

「
非
物
質
的
世
界
」

(
C
,
II. 
S
.
 3
4
4
)

を
区
別
す
る
。

リ
性
と
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
性
の
調
停
が
次
期
の
課
題
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
感
覚
に
基
づ
い
て
方
位
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

念
を
前
述
の
ご
と
く
、
超
感
覚
的
な
「
叡
知
界
に
ま
で
拡
大
し
て
適
用
す
る
可
能
性
を

と

カ
ン
ト
は
感
覚
と
い
う
経
験
的
能
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
空
間
概

(
4
)
 

に
許
し
た
こ
と
に
な
る
」
の
で
あ
る
。

一
七
五

0
年
代
に
お
い
て
カ
ン
ト
は
定
義
か
ら
論
を
展
開
す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
道
を
通
じ
て
、
実
体
か
ら
空
間
を
導
出
し
た
。
そ
の
方

法
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
の
存
在
根
拠
に
二
義
性
が
出
現
し
た
。
そ
こ
で
一
七
六

0
年
代
前
半
に
お
い
て
、
経
験
論
的
立
場
へ
視

「
分
析
」
と
い
う
方
法
を
カ
ン
ト
は
採
用
し
た
。
こ
の
期
に
お
い
て
、
空
間
は
明
ら

一
七
六

0
年
代
後
半
に
お
い
て
、
方
位
の
概
念
を
通
じ
て
、
空
間
の
究
極
的
な
根
拠
と
し
て
、
超
経
験
的
な
絶
対
空
間
の
実
在
性
を
承

ア
プ
リ
オ
リ
な
絶
対
空
間
は
可
能
性
の
第
一
根
拠
と
し
て
、
方
位
の
決
定
と
い
う
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
も
の
の
根

批
判
期
に
お
い
て
、
外
的
経
験
の
根
拠
と
し
て
の
絶
対
空
間
を
カ
ン
ト
は
採
用
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
空
間
規
定
の
有
す
る
ア
。
フ
リ
オ

『
視
霊
者
の
夢
』
に
お
い
て
、
人
問
の
異
な
る
二
つ
の
能
力
で
あ
る
感
性
と
悟
性
に
基
づ
い
て
「
物
質
的
世
界
」

(
C
,
I
L
 S
.
 3
4
7
)
 

「
物
質
的
泄
界
」
と
は
我
々
の
感
覚
を
通
じ
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
世
界
で
あ
り
、
我
々
に
「
見
え
る
世
界
」
（
C.
II. S
.
 3
5
2
)
 

「
非
物
質
的
憔
界
」
と
は
ど
の
よ
う
な
「
経
験
に
よ
っ
て
も
洞
察
も
、
認
識
も
不
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
と
が
で
き
る
」

(C.
II. S
.
 3
5
3
)

世
界
で
あ
る
。

そ
の
可
能
性
を
仮
定
す
る

カ
ン
ト
は
こ
の
世
界
を
「
知
性
界
」

(C.
II. 
S
.
 3
5
2
)

と
名
付
け
て
い
る
。

拠
と
な
っ
た
。

認
し
た
。
そ
の
結
果
、

か
な
も
の
で
あ
り
、
分
析
し
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

点
を
変
え
、
存
在
根
拠
の
現
象
的
側
面
に
注
目
し
、

i
m
p
l
i
c
i
t
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カ
ン
ト
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
「
見
え
る
世
界
」
即
ち
「
物
質
的
世
界
」
と
「
知
性
界
」
で
あ
る
「
非
物
質
的
世
界
」
を
区
別
し
て
、

非
物
質
的
な
も
の
と
し
て
の
霊
に
つ
い
て
カ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

霊
的
な
も
の
は
「
経
験
表
象
と
類
推
性
を
有
し
な
い
」

(
C
.
I
L
 S
.
 3
3
7
)

も
の
で
、

し
か
し
「
非
物
質
的
な
も
の
の
可
能
性
を
仮
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
…
…
こ
の
可
能
性
を
理
性
的
根
拠
に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
と
い

う
希
望
も
ま
た
な
い
。
」
(
i
b
i
d
.
)

が
故
に
、
霊
的
な
も
の
と
い
う
我
々
の
経
験
と
は
異
質
な
も
の
を
、
我
々
の
経
験
を
通
じ
て
、
洞
察
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
延
長
と
い
う
空
間
規
定
を
霊
的
な
も
の
に
適
用
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
空
間
規
定

「
知
性
界
」
で
あ
る
「
非
物
質
的
世
界
」
に
は
適
用
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
七
六
八
年
の
『
方
位
の
区
別
』
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
感
性
的
原
理
に
基
づ
く
感
性
界
と
超
感
性
界
と
い
う
二
世
界
連
続
説
が
『
視

霊
者
の
夢
』
に
お
い
て
は
感
性
的
原
理
と
悟
性
的
原
理
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

批
判
期
に
お
い
て
も
『
視
霊
者
の
夢
』
の
立
場
即
ち
、
感
性
的
原
理
と
悟
性
的
原
理
を
区
別
し
、
感
性
界
と
叡
知
界
の
非
連
続
の
主
張

批
判
期
に
お
け
ろ
カ
ン
ト
空
間
論
の
独
自
性
は
、
空
間
が
主
観
的
形
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
客
観
的
な
形
式
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。

カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
先
験
的
感
性
論
に
お
け
る
「
形
而
上
学
的
究
明
」
及
び
「
先
験
的
究
明
」
の
論
述
を
通
じ
て
、
前
記

は
保
持
さ
れ
る
。

口
批
判
期
に
お
け
る
空
間
論

は
「
物
質
的
世
界
」
に
の
み
妥
当
し

(
i
b
i
d
.
)

の
で
あ
る
。

両
者
の
「
異
種
性
」
（
C.
II. S
.
 3
5
3
)

を
承
認
し
た
。

二
世
界
非
連
続
説
が
主
張
さ
れ
た
。

「
全
く
具
体
的
に
思
惟
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」



又
、
空
間
は
「
感
宜
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
く
」

の
感
性
に
現
わ
れ
る
も
の
に
対
し
て
、
空
間
は
先
天
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

り
、
制
約
で
あ
る
。
」

(
i
b
i
d
.
)

更
に
、

空
間
は
す
べ
て
を
自
己
の
内
に
包
括
す
る

(
i
b
i
d
.
)
 

「
個
別
的
表
象
」
（
§
1
5
,

C. I
L
 S
.
 4
1
8
)

で
あ
り
、

し
か
し
空
間
論
に
関
し
て
一
七
七

0
年
の
『
感
性
界
と
叡
知
界
の
形
式
と
原
理
に
つ
い
て
』

で
あ
る
。

粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
主
張
と
に
大
き
な
違
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

（
以
後
『
就
職
論
文
』
と
略
す
）
と
『
純

『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
、
感
性
の
能
力
と
悟
性
の
能
力
及
び
両
者
の
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
の
能
力
の
独
自
性
が
主

張
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
両
能
力
に
よ
っ
て
世
界
は
二
重
の
理
解
が
可
能
と
な
る
。

感
性
的
原
理
に
よ
る
世
界
理
解
と
悟
性
的
原
理
に
よ
る
世
界
理
解
と
い
う
二
重
の
世
界
理
解
で
あ
る
。

「
主
観
の
受
容
性
」

(
§
3
,
 C. 
II. S
.
 4
0
8
)

で
あ
る
感
性
の
対
象
が
「
P
h
a
e
n
o
m
e
n
o
n
」
(
i
b
i
d
.
)

で、

え
な
い
も
の
を
表
象
す
る
主
観
の
能
力
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
悟
性
の
対
象
が

「

N
o
u
m
e
n
o
n」

「
自
己
の
感
覚
の
中
へ
入
り

「
主
観
の
受
容
性
」
と
し
て
の
感
性
と
は
時
間
、
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。
空
間
は
「
対
象
の
現
前
に
よ
っ
て
…
…
触
発
」
(
i
b
i
d
.
)

さ
れ

る
限
り
お
い
て
、
空
間
は
「
主
観
的
原
理
」
（
§
1
3
,

C. II. S
.
 4
1
4
)

で
あ
る
。
空
間
は
「
す
べ
て
の
感
性
的
な
も
の
の
い
わ
ば
図
式
で
あ

「
個
別
的
概
念
」
(
i
b
i
d
.
)

で
あ
る
。
即
ち
空
間
は
直
観
で
あ
る
。

我
々
は
「
受
容
性
」
で
あ
る
空
間
を
通
じ
て
所
与
を
受
け
と
る
が
故
に
、
空
間
が
「
主
観
的
原
理
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々

(
§
1
5
,
 C. II. 4
1
9
)

、
「
す
べ
て
の
外
的
感
覚
の
根
本
形
式
」

で
あ
り
、
個

別
概
念
で
あ
る
が
故
に
、
す
べ
て
の
感
覚
的
な
も
の
か
ら
独
立
し
た
直
観
で
あ
る
。
従
っ
て
、
空
間
は
先
天
的
な
感
性
の
形
式
と
な
る
。

臼
，
空
問
は
「
万
物
の
普
遍
的
結
合
の
根
拠
」
(
§
1
3
,

C. II. 4
1
4
)

を
含
み
、
単
に
主
観
的
な
原
理
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
「
惑
性
界
の
第
一

36

の
空
間
に
関
す
る
特
性
を
論
証
し
え
た
と
考
え
て
い
る
。
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の
形
式
的
原
理
」

(
@
 1
4
.
 
C. I
I
.
 4
1
8
)
 

絶
対
の
第
一
の
感
性
界
の
形
式
的
原
理
と
し
て
空
間
を
考
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
感
性
的
原
理
の
妥
当
性
を
現
象
界
に
制
限
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
多
数
の
実
体
が
相
互
作
用
の
関
係
に
あ
る
」

(
§
1
9
,

C. I
I
.
 
S
.
 4
2
4
)
 

す
べ
て
が
依
存
す
る
一
者
「
u
n
o」

(
§
1
9
.
 C
.
 I
L
 S
.
 4
2
4
)
 

に
な
る
。

命
2
0
,
 C. I

I
.
 
S
.
 4
2
5
)
 

空
間
が
「
現
象
的
逼
在
」
（
窓
4
,

C. I
I
・
S
.
4
2
8
)

と
呼
ば
れ
、

普
遍
的
結
合
の
根
拠
で
あ
り

「
世
界
外
の
存
在
す
る
も
の
」

「
そ
の
結
合
に
よ
っ
て
、

「
潜
在
的
な
」

叡
知
界
即
ち
実
体
的
世
界
は
自
己
の
悟
性
的
原
理
に
よ
っ
て
我
々
が
直
接
に
把
握
す
る
世
界
で
あ
り
、
実
体
的
世
界
と
し
て
の
叡
知
界

す
べ
て
の
実

体
及
び
実
体
の
状
態
が
世
界
と
い
う
同
一
の
全
体
に
属
す
る
」

(
§
1
3

C
,
 II. S
.
 4
1
4
)

限
り
、
空
間
の
背
後
に
は
実
体
が
存
在
す
る
こ
と

感
性
と
悟
性
と
い
う
二
能
力
に
よ
っ
て
感
性
界
と
叡
知
界
と
二
世
界
の
把
握
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
感
性
的
原
理
と
悟
性
的
原
理

し
か
し
惑
性
界
と
叡
知
界
と
の
関
係
は
実
体
的
世
界
と
、
そ
の
実
体
的
世
界
が
我
々
の
感
性
を
媒
介
に
し
て
出
現
し
た
世
界
と
の
関
係

で
も
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
感
性
界
を
支
え
る
超
感
性
界
で
あ
る
叡
知
界
を
認
識
す
る
た
め
の
原
理
と
し
て
、
悟
性
に
実
在
的
使
用
が

承
認
さ
れ
た
。

の
各
々
に
独
自
性
を
承
認
し
、
両
世
界
の
連
続
性
が
否
定
さ
れ
た
。

で
あ
る
。

る。

一
者
に
依
存
す
る
と
い
う
形
而
上
学
的
実
在
的
規
定
を
う
け
て
い
る
。

こ
の
原
因
は
悟
性
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ

故
、
空
間
は
感
性
的
原
理
で
あ
る
と
同
時
に
、

諸
実
体
の
関
係
で
あ
る
空
間
は
諸
実
体
に
よ
る
世
界
の
原
因
と
し
て
の

で
あ
り
、
総
括
性
の
原
因
で
あ
る
と
カ
ン
ト
は
記
述
し
て
い
る
。

そ
れ

で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、

こ
の
世
界
の
原
因
は

(
i
b
i
d
.
)
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の
可
能
性
ま
で
が
拒
否
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

空
間
が
先
天
的
な
形
式
で
あ
り
、
現
象
の
形
式
で
あ
る
と
い
う
先
験
的
感
性
論
の
主
張
は
前
記
の
ご
と
く
『
就
職
論
文
』
に
お
い
て
も

し
か
し
、
両
論
文
を
比
較
す
れ
ば
、
空
間
を
と
ら
え
る
能
力
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
『
就
職
論
文
』
は
実
体
論
を
前
提

に
し
て
論
述
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
も
、

性
に
基
づ
い
て
把
握
さ
れ
た
叡
知
界
は
客
観
的
な
存
在
す
る
世
界
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。

「
上
級
能
力
」

(
§
1
,
 C
.
 II. S
.
 4
0
5
)
 

適
用
が
可
能
で
あ
っ
た
。
即
ち
悟
性
に
よ
る
叡
知
界
認
識
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、

人
間
の
二
つ
の
能
力
即
ち
感
性
と
悟
性
に
よ
る
世
界
の
二
重
把
握
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
悟

こ
の
実
在
的
使
用
は
叡
知
界
に

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
は
悟
性
と
理
性
の
区
別
が
明
白
と
な
り
、
悟
性
能
力
に
制
限
が
加
わ
っ
た
。
言
い
換

え
る
と
悟
性
に
よ
る
叡
知
界
認
識
が
拒
否
さ
れ
、
悟
性
の
実
在
的
使
用
は
感
性
界
に
の
み
承
認
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
空
間
規
定
の
内
実
が

空
間
が
合
成
体
で
な
く
、
総
体
と
し
て
の
特
徴
を
有
す
る
と
い
う
論
述
に
関
し
て
は
『
就
職
論
文
』
と
『
純
粋
理
性
批
判
』
と
の
間
に

悟
性
に
よ
る
叡
知
界
認
識
が
否
定
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
叡
知
界
の
思
惟
可
能
性
換
言
す
れ
ば
悟
性
の
論
理
的
使
用
の
叡
知
界
へ
の
適
用

そ
こ
で
、
叡
知
界
換
言
す
れ
ば
超
感
性
的
な
も
の
に
人
間
の
能
力
が
作
用
す
る
と
空
間
は
ど
の
よ
う
な
規
定
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

で
あ
る
悟
性
に
論
理
的
使
用
と
実
在
的
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。

認
め
ら
れ
た
。

な
し、

゜
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
空
間
論
は
そ
の
枠
組
に
関
し
て
、

『
就
職
論
文
』
に
お
け
る
空
間
論
と
は
大
い
な
る
差
異
は
認
め
ら
れ
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間」

(
i
b
i
d
.
)

を
区
別
し
て
い
る
。

を
否
定
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

い
が
故
に
、

言
い
換
え
る
と
、

の
部
分
空

我
々
が
我
々
の
統
一
的
な

と
呼
ば
れ
よ
う
と
カ
ン
ト
は
先
験
的
な
空
間
の
思
惟
可
能
性

空
間
は
「
外
的
対
象
と
し
て
我
々
に
現
わ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
に
関
し
て
は
」

(
A
2
2
1
1
 B
4
4
)
 

性
を
有
す
る
。

し
か
し
空
間
を
物
体
自
身
の
根
拠
と
考
え
る
な
ら
ば
、
空
間
は
我
々
の
中
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
と
い
う
先
験
的
観
念
性
換
言
す
れ

ば
存
在
論
的
に
は
い
わ
ば
無
と
い
う
規
定
し
か
有
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
先
験
的
観
念
性
を
有
す
る
空
間
が
経
験
的
実
在
性
を
有
し
な

(

6

)

 

存
在
論
的
に
は
た
と
え
「
構
想
的
存
在
」

(
A
2
9
1
1
1
 B
3
4
7
)
 

空
間
の
思
惟
可
能
性
と
は
時
間
を
媒
介
に
し
た
感
性
の
形
式
と
し
て
の
空
間
に
、
悟
性
形
式
が
加
わ
っ
た
空
間
規
定
で
あ
る
。

(

7

)

・

(
8
.）

先
験
的
構
想
力
の
働
き
に
よ
る
総
合
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
体
と
し
て
の
空
間
に
総
体
性
と
い
う
規
定
が
加
わ
る
。

•
与
え
ら
れ
た
無
限
な
る
も
の
と
し
て
の
空
間
換
言
す
れ
ば
総
体
と
し
て
の
空
間
は
、
「
悟
性
規
則
を
原
理
の
下
に
統
一
」

(
A
3
0
2
1
1
 B
3
5
 

9
)

す
る
能
力
を
有
す
る
理
性
に
よ
っ
て
、

対
象
と
し
て
空
間
を
受
け
と
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
総
体
性
即
ち
理
念
と
な
っ
た
空
問
を
意
味
す
る
。

『
自
然
科
学
の
形
而
上
学
的
原
理
』
に
お
い
て
、

間
で
あ
る
。

―
つ
の
全
体
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
「
与
え
ら
れ
う
る
現
実
空
間
」

(
C
.
V. S
.
 4
2
9
)

と
「
理
念
と
し
て
の
空

「
与
え
ら
れ
う
る
現
実
空
間
」
と
は
可
能
的
な
経
験
を
受
容
性
の
対
象
と
な
り
う
る
空
間
換
言
す
れ

ば
、
総
体
と
し
て
の
空
問
で
あ
る
。
又
、
そ
れ
は
「
同
一
で
」

(
A
2
5
1
1
 B
3
9
)

等
質
な
「
唯
一
の
包
括
的
な
空
間
」
(
i
b
i
d
.
)

間
に
よ
る
統
一
が
欠
け
て
い
る
全
体
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、

そ
れ
は
「
―
つ
の
与
え
ら
れ
た
無
限
な
量
」
と
し
て
の
空

「
理
念
と
し
て
の
空
間
」
と
は
「
与
え
ら
れ
た
空
間
の
関
係
を
規
定
す
る
た
め
に
思
惟
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
空
間
を
な
し
て

「
実
在
性
」
(
i
b
i
d
.
)

即
ち
経
験
的
実
在
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界
を
も
有
し
な
い
の
で
あ
る
。

与
え
ら
れ
た
批
と
し
て
は
無
限
で
あ
ろ
う
空
間
を
、
我
々
は
我
々
の
受
容
性
の
能
力
で
あ
る
空
問
を
通
じ
て
受
け
と
る
。
こ
の
受
容
性

に
よ
っ
て
受
け
と
っ
た
も
の
に
、
時
間
を
媒
介
に
し
て
先
験
的
構
想
力
が
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
一
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に

統
一
さ
れ
た
も
の
換
言
す
れ
ば
理
念
と
し
て
の
空
間
が
無
限
な
る
も
の
と
し
て
我
々
に
は
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
理
念
と
し
て
の
世
界
に
二
種
類
の
無
制
約
者
を
認
め
る
。

「
系
列
の
第
一
者
」

(
A
4
1
7
 11
 B
4
4
5
)

と
し
て
与
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
無
制
約
者
が

(
9
)
 

(
i
b
i
d
.
)

に
お
い
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

第
一
番
目
の
場
合
は
、
系
列
の
第
一
者
と
し
て
無
制
約
者
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
無
制
約
者
は
系
列
の
始
源
と
な
り
、
始
源
が
あ

る
限
り
、
限
界
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
空
間
に
関
し
て
始
源
と
い
う
限
界
を
有
す
る
限
り
、
空
間
も
有
限
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
番
目
の
場
合
は
、
系
列
が
完
成
し
え
な
い
、
無
際
限
に
続
く
背
進
に
基
づ
く
が
故
に
、

と
な
る
。
従
っ
て
、
空
間
も
「
系
列
の
全
体
」
で
あ
る
限
り
、
可
能
的
に
無
限
で
あ
る
と
い
う
無
限
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

先
験
的
仮
言
推
論
に
枯
づ
い
て
世
界
に
つ
い
て
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
論
が
展
開
さ
れ
た
。

介
が
二
義
性
を
有
す
る
が
故
に
、
推
論
に
基
づ
く
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
論
を
正
し
い
論
理
と
し
て
は
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
先
験
的
仮
言
推
論
に
基
づ
く
、

ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
即
ち
世
界
は
無
限
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
、
世
界
は

限
界
を
有
す
る
と
い
う
主
張
は
共
に
冥
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
る
と
、

無
制
約
者
が

カ
ン
ト
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
論
を
世
界
に
の
み
限
定
し
て
考
察
す
る
。

い
な
い
空
間
」

(
C
.
V. S
.
 4
2
9
)
 

の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
系
列
の
全
体
」

カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
世
界
は
無
限
で
も
な
く
、
限

カ
ン
ト
は
先
験
的
推
論
に
お
い
て
媒

「
系
列
の
全
体
」
と
し
て
は
可
能
的
無
限
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我
々
に
と
っ
て
世
界
は
課
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

世
界
は
経
験
の
対
象
換
言
す
れ
ば
現
象
で
あ
る
が
故
に
、
対
象
と
し
て
の
空
間
は
我
々
に
と
っ
て
は
有
限
で
も
無
限
で
も
な
く
、
限
界

注(

1

)

一
七
七

0
年
『
就
職
論
文
』
及
び
そ
れ
以
前
に
お
け
る
カ
ン
ト
に
よ
る
論
文
か
ら
の
引
用
は
カ
ッ
シ
ラ
ー
版

I
m
m
a
n
u
e
l
K
a
n
t
s
 
W
e
r
k
e
,
 

hrsg. 
v
o
n
 C
a
s
s
i
r
e
r

に
よ
り
、

C
を
略
号
と
し
て
用
い
た
。
尚
、
ロ
ー
マ
数
字
は
巻
数
を
表
わ
す
。

『
就
職
論
文
』
に
関
し
て
は

W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
B
u
c
h
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
刊

K
a
n
t
1
V
e
r
k
e

の
第
五
巻
に
お
け
る
独
語
訳
を
参
考
に
し
た
。

(2)I• 

K
a
n
t
,
 
G
e
d
a
n
k
e
n
 v
o
n
 d
e
r
 w
a
h
r
e
n
 S
c
h
a
t
z
i
 ｀点

g
：
い
わ
ゆ
る
『
活
力
考
』
第
八
章
参
照

(3)I• 

K
a
n
t
,
 
C
.
 I
I
.
 
S. 33. 

(

4

)

高
橋
昭
二
著
『
カ
ン
ト
の
弁
証
論
』
一
八
八
頁
。

(5)I• 

K
a
n
t
,
 
D
e
 m
u
n
d
i
 sensibilis 
a
t
q
u
e
 intelligibilis f
o
r
m
a
 et 
p
r
i
n
c
i
p
i
i
s
 
C
.
 I
I
.
 

S. 418・ 

(

6

)

 

A
1
1
6
.
 A
l
9
1
 11 B
2
3
6

に
お
い
て
も
同
じ
単
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
慣
例
に
従
っ
て
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
第
一
版
を
A
、
同
第
二
版
を
B
と

し
て
略
す
。

(7)I• 

K
a
n
t
,
 
D
e
 m
u
n
d
i
 :・安
2.
C
.
 I
I
.
 
S. 407. 

(8)I• 

K
a
n
t
,
 
A
3
3
4
 11 B
3
9
1
.
 A
4
1
8
 11 B446・ 

(

9

)

高
橋
昭
二
著
同
書
二
九
一
頁
参
照
。

付
記
ー
本
稿
は
日
本
カ
ン
ト
協
会
第
八
回
学
会
に
お
い
て
の
口
頭
発
表
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
研
究
生
）




